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二
O
二
五
年
度

高
知
大
学
入
学
試
験
問
題
(
学
校
推
薦
型
選
抜
H
)

論

文

試
験
時
間

百
二
十
分

教
育
学
部
(
学
校
教
育
教
員
養
成
課
程
)

問
題
冊
子
ぺ

l
ジ
・
・
・
・

解
答
用
紙
・
:
・
・
・
・
二
枚

下
書
用
紙
・
・
・
・
・
・
・
二
枚

配
点
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
十
点

一j
三

注
意
事
項

一
、
試
験
開
始
の
合
図
ま
で
、
こ
の
問
題
冊
子
を
開
か
な
い
こ
と
。

二
、
試
験
中
に
問
題
冊
子
・
解
答
用
紙
の
印
刷
不
鮮
明
、
ペ
ー
ジ
の
落
丁
・
乱
丁
及
び
下
書
用
紙
の

不
備
等
に
気
付
い
た
場
合
は
、
手
を
挙
げ
て
監
督
者
に
知
ら
せ
る
こ
と
。

三
、
各
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
を
記
入
す
る
こ
と
。

な
お
、
解
答
用
紙
に
は
、
必
要
事
項
以
外
は
記
入
し
な
い
こ
と
。

四
、
解
答
は
、
必
ず
解
答
用
紙
の
指
定
さ
れ
た
箇
所
に
記
入
す
る
こ
と
。

五
、
解
答
用
紙
の
各
ぺ
!
ジ
は
、
切
り
離
さ
な
い
こ
と
。

六
、
配
付
さ
れ
た
解
答
用
紙
は
、
持
ち
帰
ら
な
い
こ
と
。

七
、
試
験
終
了
後
、
問
題
冊
子
・
下
書
用
紙
は
持
ち
帰
る
こ
と
。

八
、
試
験
終
了
後
、
指
示
が
あ
る
ま
で
は
退
室
し
な
い
こ
と
。
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次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

「
教
育
者
は
他
の
ど
の
よ
う
な
職
業
人
よ
り
も
、
遠
い
将
来
を
見
定
め
る
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
い
る
」
|
|
ロ
か
つ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
哲
学
者
で
あ
り
教
育
学
者
で
も
あ
る
ジ

ヨ
ン
・
デ
ュ
!
イ
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
。
教
育
者
が
未
来
を
見
定
め
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
教
育
が
提
供
す
る
の
は
、
学
習
者
が
未
来
で
生
き
て
い
く
た
め
の
準
備
と
な
る

経
験
だ
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
の
子
ど
も
た
ち
は
、

一
O
年
後
、
二
五
年
後
、
五

O
年
後
、
ど
の
よ
う
な
世
界
に
生
き
、
そ
の
と
き
に
求
め
ら
れ
る
力
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、

そ
う
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
教
育
を
考
え
る
こ
と
は
、
そ
の
教
育
が
な
さ
れ
る
時
点
の
さ
ら
に
そ
の
先
の
未
来
を
見
据
え
、
そ
の
未
来
、
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

を
教
育
の
あ
り
方
に
織
り
込
ん
で
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

近
年
日
本
で
は
、
教
育
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
、
大
き
な
変
革
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ

i
ニ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
後
、
「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
と
い
う
言
い
方
で
も
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
学
び
の
あ
り
方
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
こ
と
、

つ
ま
り
、
す
で
に
明

確
に
な
っ
て
い
，
る
こ
と
を
理
解
し
、
月
見
え
て
い
く
と
い
う
学
び
か
ら
、

よ
り
能
動
的
に
自
分
で
考
え
る
と
い
う
学
び
へ
と
切
り
換
え
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
唱
わ
れ
て
い
る
。

パ

ッ

シ

ブ

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
議
論
が
あ
る
一
方
で
、
学
校
現
場
で
は
混
乱
も
見
受
け
ら
れ
る
。
「
数
学
で
、
生
徒
が
自
分
で
問
題
を
解
く
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
ス
タ
イ
ル
も
、
受
け
身

で
は
な
い
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
学
び
な
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ

l
ニ
ン
グ
」
と
い
う
言
葉
だ
け
が
先
行
し
、

そ
こ
で
目
指
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
き
ち

ん
と
共
有
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
い
ま
現
場
に
い
る
教
員
は
、
こ
れ
ま
で
知
識
伝
達
型
教
育
の
教
員
養
成
の
制
度
の
下
で
育
ち
、
そ
れ
を
忠
実
に
実
践
し
て
き
た

の
で
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
新
し
い
方
法
で
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
、
当
惑
も
あ
る
よ
う
だ
。

さ
ら
に
、
新
し
い
試
み
を
し
て
み
よ
う
と
い
う
教
員
が
出
て
き
て

も
、
従
来
か
ら
の
方
法
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
不
安
に
思
う
管
理
職
や
同
僚
、
保
護
者
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
大
き
い
。

時
代
が
変
わ
れ
ば
、
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
力
や
資
質
が
変
化
す
る
た
め
、
教
育
の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
い
く
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
人
間
や
社
会
に
お
い
て
、
時
代
に
よ
ら
ず

普
遍
的
で
大
切
な
こ
と
が
あ
る
の
は
確
か
だ
が
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
変
わ
る
べ
き
も
の
も
あ
る
。

い
つ
ま
で
も
、
過
去
に
最
適
だ
っ
た
方
法
を
取
り
続
け
る
理
由
は
な

ぃ
。
何
を
ど
う
学
ぶ
か
は
、
時
代
と
と
も
に
考
え
直
さ
れ
、
必
要
な
範
囲
で
変
化
さ
せ
て
い
く
の
が
自
然
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
教
育
変
革
へ
の
問
題
意
識
は
、
日
本
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
世
界
的
に
も
変
革
へ
の
道
が
模
索
・
検
討
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
国
際
団
体

A
T
C
2
1
s
で
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提
唱
さ
れ
た
「
一
二
世
紀
型
ス
キ
ル
」
で
は
、
「
思
考
の
方
法
」
、
「
働
く
方
法
」
、
「
働
く
た
め
の
ツ

i
ル
」
、
「
世
界
の
中
で
生
き
る
」
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
、

そ
れ
ら
を
構
成
す
る
ス
キ
ル
を
定
義
し
て
い
る
。

他
方
、

O
E
C
D
(経
済
協
力
開
発
機
構
)
の
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
!
の
定
義
と
選
択
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
「
異
質
な
集
団
で
交
流
す
る
」
こ
と
、
「
自
律
的
に
活
動
す
る
」
こ
と

「
相
互
作
用
的
に
道
具
を
用
い
る
」
こ
と
が
大
切
だ
と
す
る
「
キ
!
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ

l

(
主
要
能
力
)
」
を
掲
げ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
最
新
の
「
O
E
C
D
エ
デ
ュ
ケ
i
シ
ョ
ン

2
0
3
0
」
で
示
さ
れ
た
「
O
E
C
D
ラ
l
ニ
ン
グ
・
コ
ン
パ
ス
」

で
は
、
「
個
人
と
社
会
の
幸
福
」
に
向
け
て
、
学
習

者
が
、
「
新
し
い
価
値
を
つ
く
る
」
、
「
責
任
を
も
っ
」
、
「
緊
張
関
係
や
ジ
レ
ン
マ

(
葛
藤
)
を
和
解
さ
せ
る
」
と
い
う
力
を
も
っ
て

「
予
期
」
し
、
「
行
動
」

し
、
「
振
り
返
る
」

こ
と
を
繰
り
返
し
行
っ
て
い
く
と
い
う
モ
デ
ル
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
「
知
識
」
と
「
ス
キ
ル
」
と
「
態
度
と
価
値
」
を
コ
ン
ピ
テ
ン
シ

ー
に
変
え
て
い
く
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

ほ
か
に
も
、
心
理
学
の
研
究
成
果
に
も
と
づ
く
提
案
も
あ
る
。
テ
ン
プ
ル
大
学
の
キ
ャ
シ

l
・
ハ
!
シ
ユ

H

パ
セ
ッ
ク
と
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
大
学
の
ロ
パ

i
タ
・
ミ
シ
ュ
ニ
ッ

ク
・
ゴ
リ
ン
コ
フ
は
、
「
健
康
で
、
思
慮
深
く
、
思
い
や
り
が
あ
り
、
他
者
と
関
わ
っ
て
生
き
る
幸
せ
な
子
ど
も
を
育
て
、
皆
が
他
者
と
協
力
し
、
創
造
的
で
、
自
分
の
能
力
を

存
分
に
発
揮
す
る
責
任
感
あ
ふ
れ
る
市
民
と
な
る
」
た
め
に
大
切
な
能
力
を
、
認
知
心
理
学
・
発
達
心
理
学
の
知
見
を
踏
ま
え
て
「

6
C
s
」
と
呼
ぶ
六
つ
の

C
の
キ
l
ワ
l
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ド
に
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
六
つ
の

C
と
は
、
ゎ
o
ロ与
o
g
z
o
D
(協
働
)
、
ハ
リ
。
B
E
g
-の
包
。
ロ
(
意
思
疎
通
)
、
の

8
5
2
(内
容
/
中
身
)
、

。§
5日
r-兵
吉
開
(
批
判
的
思
考
)
、

(
い
円
。
注
元
日
ロ
ロ
。

g丘
。
ロ
(
創
造
的
革
新
)
、

ハリ
0
口
出
仏

3
2
(自
信
)
で
あ
る
。

(
中
略
)

以
上
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
て
い
く
た
め
の
力
に
つ
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
に
お
け
る
問
題
解
決
と
幸
福
(
ウ
エ
ル
ビ

i
イ
ン
グ
)

の
実
現
の
た
め
の
力
の
育
成
に
つ
い
て
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
見
据
え
る
と
き
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
他
者
と
と
も
に
生
き
な
が

ら
、
新
し
い
発
想
で
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
、

そ
れ
を
他
の
人
と
享
受
す
る
と
い
う
力
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
出
典

井
庭
崇
編
著

『
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ラ
!
ニ
ン
グ

創
造
社
会
の
学
び
と
教
育
』

慶
藤
義
塾
大
学
出
版
会

二

O
一九

た
だ
し
出
題
に
あ
た
り
一
部
改
変
)
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設
問

設
問

本
文
を
四

O
O字
以
内
で
要
約
し
な
さ
い
。
(
二

O
点
)

本
文
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
、
あ
な
た
は
大
学
に
入
っ
て
新
た
な
発
想
で
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
力
を
ど
の
よ
う
に
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
か
。
あ
な
た
の
考
え
を

六
O
O字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。
(
三

O
点
)
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